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永

田

仁

助

先

生

略

歴

先
生
名
は
仁
助
、
幼
名
勝
蔵
こ
稲
す
、
初
め
南
漢
こ
琥
し
、
後
磐
舟
こ
誠
す
、
文
久
＿
＿
＿
年
＿
＿
＿
月
二
十
二
日
永
田
仁
左

衛
門
氏
の
長
男
こ
し
て
大
阪
南
販
高
津
四
番
丁
二
十
六
番
地
に
生
る
、
高
津
小
學
校
卒
莱
後
、
漠
學
を
藤
澤
先
生
に
學

び
、
英
學
を
澤
田
梵
千
氏
に
受
け
、
夙
に
出
藍
の
養
あ
り
、
詩
セ
善
く
し
書
に
エ
な
b
き
昭
和
二
年
一
＿
＿
月
歿
す
、
享
年

六
十
五
、
夫
人
ヂ
ゥ
子
｀
子
な
し
、
愛
知
縣
中
島
郡
大
和
村
の
人
中
村
鐵
次
郎
氏
の
四
男
秀
雄
君
（
今
襲
名
改
仁
助
）
セ
養

子
ご
し
家
を
嗣
が
し
む
、
配
す
る
に
養
女
咬
子
（
賓
は
藤
澤
元
造
氏
三
女
）
を
以
て
す
、
先
生
の
履
脹
左
の
如
し
c

明
治
二
十
二
年
二
月
大
阪
府
會
議
員
に
常
選
、
斜
改
選
期
再
選
、
同
舟
六
年
九
月
退
職
、

同
二
十
二
年
六
月
大
阪
市
曾
議
員
に
常
選
、
侮
改
遺
再
選
、
同
一
二
十
二
年
四
月
退
職

同
二
十
四
年
四
月
大
阪
府
會
常
置
委
員
（
麟
認
魯
選
、
毎
改
選
期
再
碍
同
一
二
十
二
年
七
月
退
職
、
此
間
聯
隊
謳

徴
兵
摯
事
員
旭
方
森
林
會
員
等
に
嘗
選
、

同
二
十
五
年
十
月
南
厖
高
津
町
四
番
町
外
十
四
ヶ
町
駈
會
議
員
に
嘗
選
、
同
舟
四
年
九
月
退
職
、

同
廿
六
年
三
月
大
阪
築
港
取
調
委
員
嘗
選
、
同
舟
年
五
月
退
職
、

同
二
十
七
年
十
月
株
式
會
祉
大
阪
明
治
銀
行
創
立
螢
起
人
と
な
b
、
設
立
の
後
同
行
取
締
役
<
J

な
る
、

永
田
仁
助
先
生
略
歴



同
二
年
十
一
月
大
本
螢
（
四
師
圃
）
に
於
て
、
波
多
野
宮
内
大
臣
に
封
し
賓
業
上
の
成
績
に
開
し
逃
ふ
る
所
あ

b‘

同
四
年
四
月
南
海
鐵
道
株
式
會
祗
取
締
役
に
常
選
＂

r
八
月
大
阪
電
氣
軌
逍
株
式
會
屁
取
締
役
に
嘗
選
"
+
一
月
賞
動

局
よ
b
大
菌
記
念
章
を
賜
は
る
、
十
一
月
日
本
染
料
製
造
株
式
會
祉
創
立
委
員
に
常
選
、

詞
五
年
二
月
日
本
染
料
製
造
株
式
會
祉
取
締
役
に
常
選
｀
十
二
月
大
阪
株
式
取
引
所
理
事
に
常
選
、

大
阪
電
燈
株
式
會
耽
監
賓
役
に
常
選
、

大
正
元
年
十
一
月
大
阪
電
氣
軌
道
株
式
會
魁
設
立
取
締
役
嘗
選
、

永
田
仁
曲
先
生
略
歴

同
泄
一
年
四
月
株
式
會
祉
浪
速
銀
行
常
務
取
締
役
に
常
選
、
同
舟
七
年
四
月
同
行
常
務
取
締
役
再
選
。

明
治
一
―
-
+
=
＿
年
十
月
よ
り
大
正
二
年
一
月
ま
で
大
阪
組
合
銀
行
集
會
所
委
員
並
に
大
阪
手
形
交
挽
所
委
員
ご
な
b‘

侮
改
選
期
常
選
、

明
治
四
十
一
年
五
月
株
式
會
祇
浪
速
銀
行
頭
取
に
常
選
就
任
、
大
正
二
年
一
月
同
行
頭
取
僻
任
、
取
締
役
の
み
留
任
、

同
五
年
一
月
同
行
取
締
役
辟
任
、

明
治
四
十
三
年
阪
堺
電
氣
戟
道
株
式
會
祉
登
起
、
同
取
締
役
常
選
、

同
四
十
四
年
八
月
賞
動
局
よ
b
＿
ニ
ッ
重
合
杯
一
組
を
下
賜
せ
ら
る
、

同
二
年
一
月
手
形
交
換
所
大
阪
組
合
銀
行
集
會
所
よ
り
、
雨
所
の
為
め
多
年
盤
力
の
廉
に
よ
り
組
合
繕
會
の
決
議
を

以
て
銀
製
釣
花
瓶
セ
贈
ら
る
、
九
月
財
圃
法
人
懐
偉
堂
記
念
會
理
事
長
に
営
選
し
、
爾
後
改
逍
師
に
再
選
、
十
二
月



同
十
年
十
二
月
大
阪
電
燈
株
式
會
祉
監
査
役
に
営
選
、

ら
る
、

役
に
常
選
、
十
二
月
帝
國
協
會
大
阪
支
部
長
の
嘱
託
を
受
く
、

同
六
年
九
月
市
制
第
七
十
三
條
に
さ
り
大
阪
市
長
候
補
者
に
常
選
、
十
一
月
日
本
郵
船
株
式
會
趾
取
締
役
に
営
選
、

十
二
月
大
阪
電
燈
株
式
會
批
取
締
役
及
祉
長
に
常
選
、

同
入
年
1

一
月
賞
動
局
よ
b_-h直
銀
杯
一
組
を
下
賜
、
五
月
大
正
水
力
電
氣
株
式
會
祉
創
立
委
員

f
な
b
"
九
月
取
締

同
九
年
一
月
財
圃
法
人
協
調
會
評
議
員
ゞ
」
な
る
、

四
月
東
洋
綿
花
株
式
會
祉
取
締
役
に
常
選
、

五
月
帝
國
登
明
協

會
有
功
會
員
に
選
翠
せ
ら
る
、
同
月
日
本
郵
船
曾
砒
取
締
役
再
選
、
七
月
都
市
計
叢
大
阪
地
方
委
員
會
委
員
仰
付

同
十
一
年
五
月
五
日
英
國
皇
太
千
殿
下
大
阪
市
應
合
に
御
臨
場
の
節
邦
謁
を
賜
は
る
、
七
月
新
京
阪
電
氣
鐵
道
株
式

會
祉
登
起
人
と
な
り
、
同
祉
取
締
役
に
常
選
す
、
同
月
二
十
七
日
鐵
道
會
議
員
被
仰
付
、

同
十
二
年
五
月
日
本
郵
船
筐
祉
取
締
役
再
選
、
十
一
月
二
十
六
日
市
制
第
七
十
三
條
第
二
項
に
よ
り
大
阪
市
長
候
補

者
に
嘗
選
"

同
十
三
年
二
月
十
一
日
正
六
位
に
叙
せ
ら
る
、
六
月
二
十
一
日
南
滴
洲
鐵
道
株
式
會
疵
盛
事
に
嘗
選
、
＋
月
七
日
文

部
省
よ
b
大
阪
高
等
工
業
學
校
商
議
員
を
嘱
託
せ
ら
る
、

同
十
四
年
四
月
大
和
鐵
道
株
式
會
祉
監
査
役
に
常
選
、
五
月
六
日
奈
良
鐵
道
株
式
會
祉
取
締
役
に
嘗
選
●
同
九
日
財

永
伍
仁
助
先
生
略
歴



日
特
旨
を
以
て
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
、
動
三
等
瑞
賓
章
を
賜
は
る
。

永
田
仁
扇
先
生
嗜
歴

是

圃
法
人
大
阪
府
方
面
委
員
後
援
會
監
事
再
選
＂
同
二
十
三
日
日
本
無
線
電
信
株
式
會
祉
設
立
委
員
被
仰
付
、
十
月
二

十
九
日
京
阪
屯
氣
鐵
道
株
式
會
祉
監
資
役
嘗
選
、
十
二
月
一
日
貴
族
院
議
員
に
勅
選
せ
ら
る
、
同
月
七
日
大
阪
放
送

同
十
五
年
八
月
六
日
日
本
染
料
製
造
會
祉
監
森
役
に
嘗
選
、
同
H
日
本
放
送
協
會
顧
問
に
営
選
、
同
入
月
滴
鮮
地
方

を
視
察
す
｀
十
一
月
二
日
商
事
調
停
委
員
を
命
ぜ
ら
る
、
十
二
月
＿
―
-
井
信
託
株
式
會
祉
監
壺
役
に
常
選
、

昭
和
二
年
二
月
二
十
五
日
電
氣
協
會
會
長
候
補
に
嘗
選
，
＿
＿
＿
月
十
日
東
京
ス
ラ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
JV

に
於
て
歿
す

局
理
事
長
に
常
選
、

四




